
 

 

 

 近年、ＪＲ九州が管理する橋桁（陸橋）及び（橋けた）防護工への衝撃事故が年々増加し

ています。 

 特に大分市内、日豊本線東別府・西大分間祓川橋りょう（大分県道６９６号高崎大分線）

で、２０１９年１～１１月（１１月１０日時点）で１０件の防護工への衝撃事故が発生し

ています。特にこの１か月で５件も発生しており、この事故のほとんどが大分県外の貨物

自動車運送事業者によるものとなっております。 

 

 衝撃事故が発生すると、鉄道の安全が確保できるまで列車の運行が停止され、多くの利

用者に迷惑を掛けるだけではなく、最悪の場合、列車の脱線事故が発生する可能性もあり

ます。一方で、事故を発生させたトラックには状況により多額の損害賠償を請求される場

合もあります。 

 

 この種の衝撃事故は、高さ制限に対する自動車運転者の意識の低さが原因と考えられて

いますが、日頃からの教育の中で、高さ制限に対する危険性などを繰り返し指導していた

だくと共に、他県への運行の際は事故多発地点等をあらかじめ把握するなど、衝撃事故の

防止へご協力をお願い申し上げます。 

 

 

大分市内、日豊本線東別府・西大分間祓川橋りょう（大分県道６９６号高崎大分線） 

２０１９年１月～１０月衝撃事故発生一覧 

 

発生年月日 発生時刻 衝撃事故車両 

２０１９．１．４ ８：５５ トラック 

２０１９．２．２３ １５：５５ トラック 

２０１９．４．９ ７：５４ トラック 

２０１９．７．１９ １３：１０ トラック 

２０１９．９．１０ １６：５２ トラック 

２０１９．１０．１１ １４：３５ トラック 

２０１９．１０．１８ １３：２０ トラック 

２０１９．１０．２２ ９：０５ トラック 

２０１９．１１．８ １１：０９ トラック 

２０１９．１１．８ １１：５５ トラック 

 

 

「トラックによる鉄道橋への衝撃事故が多発しています！」 

ＪＲ九州からのお願い 



 

 


